
令和６年度 保健師業務実績発表会５０周年記念大会 開催要領  
 
 
  目  的 
 
 

 

・保健師自身が保健師活動の魅力を再認識し、「誰ひとりとりこぼさない」活動に資

することを目的とする。 

・今後、起こりうる災害に備え、関係機関の役割を理解し、災害時保健医療福祉活動

に資することを目的とする。  

  日  時 令和７年１月２４日（金） １０時１５分～１６時３０分 

 

場  所   和歌山県自治会館 大会議室 

 

対  象 県保健師、市町村保健師 

主  催 

共    催 

和歌山県福祉保健部健康局医務課 

全国保健師長会和歌山県支部  

和歌山県看護協会保健師職能委員会 

 

   9:45 受 付 

10:15 開会挨拶 

10:30   

  講 演 「漫画『保健師がきた』を描く中で ～保健師の魅力を伝える～」 

      講師 漫画「保健師がきた」著者    埜納 タオ 氏 

      対談 兵庫県小野市市民福祉部健康増進課 参事 大橋 節代 氏 

 

 報 告 「保健師に贈るメッセージ」 

     和歌山県看護協会保健師職能委員会 

 

12:00 休 憩 

 

13:30 報 告 

    テーマ 「災害時の保健医療福祉活動～能登半島地震から学ぶモノ～」 

   司会：岩出保健所 所長 池田 和功 氏  

   報告者：ＤＨＥＡＴ：岩出保健所 保健課長 梅津 吉孝 氏 

       保健師チーム：和歌山市保健所 総務企画課 健康危機管理班  

企画員 大端 聡子 氏 

ＤＭＡＴ：橋本市民病院 看護師 丸 勇真 氏 

       日赤救護班：日本赤十字社和歌山医療センター 看護師長 室 圭子 氏             

       災害支援ナース：有田市立病院 外来看護師長 林 真紀 氏  

ＪＲＡＴ：和歌山県立医科大学附属病院  

副主査 理学療法士 橋本 浩実 氏 

       ＤＷＡＴ：特定非営利活動法人 和歌山ケアマネージャーの会  

理事長 市原 正登 氏 

 

15:15 グループワーク 

16:30 閉 会 

 


